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コンパイラに関する参考書
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LR構文解析に関する論文
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https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0019995865904262?via%3Dihub
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0019995865904262?via%3Dihub


補足１

Little Quilt言語の構文定義では、
• sew (e1,e2)においてe1とe2の高さが同じにな
らないような式も許す。
• 未定義の名前を使用する式も許す。
•関数適用式において実引数と仮引数の個数
が合っていない式も許す。

このようなチェックは構文解析フェーズでは行わな
い。コンパイラーの構文解析より後のフェーズで
チェックするか、あるいは実行時にチェックする。



補足２

Little Quilt言語の組み込み関数sewは前置だが、
1+2における + のように、間に書く記法（中置記
法）もある。



【参考】 Noam Chomskyによる
文法の階層

Type 0 制限なし（チューリングマシンが認識できる
言語を生成）

Type 1 文脈依存文法(context sensitive grammar)
Type 2 文脈自由文法(context free grammar)
Type 3 正規文法(regular grammar)

(１年後期 形式言語とオートマトン)


